様式第１２号（条件次第で必要な書類）

公費解体・撤去に関する土地使用のご連絡

　　年　　月　　日

（隣地所有者、使用者）様

（依頼者）
住　所 　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名 　　　　　　　　　　　　　　　
電　話 　　　　　　　　　　　　　　　

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、私が所有しております　　　　　　　　　　に関し、解体及び撤去を行うこととなりました。
つきましては、解体・撤去工事を行うにあたり、民法第209条の規定に基づき、隣接する貴殿の所有・使用する土地を必要最小限の範囲で立ち入り、使用させていただきたくご理解を賜りますようお願い申し上げます。　　　
敬具
記
１．使用目的
令和８年熊本地震で損壊した　　　　　　　　の解体・撤去を行うため
２．使用予定時期
令和　　年　　月　　日　　　時～　　　時頃
３．使用場所
貴殿が所有・使用する下記の土地の※１
【使用する土地の住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
４．使用方法※２
　　

※１「○○側境界付近」等使用する範囲を記入してください。
※２「足場を設置するため」「機材を搬入するため」等使用の方法を記入してください。

【ご参考】民法第209条（隣地の使用）
第二百九条　土地の所有者は、次に掲げる目的のため必要な範囲内で、隣地を使用することができる。ただし、住家については、その居住者の承諾がなければ、立ち入ることはできない。
一　境界又はその付近における障壁、建物その他の工作物の築造、収去又は修繕
　（略）
２　前項の場合には、使用の日時、場所及び方法は、隣地の所有者及び隣地を現に使用している者（以下この条において「隣地使用者」という。）のために損害が最も少ないものを選ばなければならない。
３　第一項の規定により隣地を使用する者は、あらかじめ、その目的、日時、場所及び方法を隣地の所有者及び隣地使用者に通知しなければならない。ただし、あらかじめ通知することが困難なときは、使用を開始した後、遅滞なく、通知することをもって足りる。
４　第一項の場合において、隣地の所有者又は隣地使用者が損害を受けたときは、その償金を請求することができる。
